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コンテナ農場コンテナ農場

オリーブオリーブ カンツバキ赤花と白花カンツバキ赤花と白花

コンテナ農場（100万本生産） 主な生産物
クロマツ　コニファー類　ヤシ類
カシ類　クスノキ　タブノキ
モチノキ　ウバメガシ　オリーブ
カクレミノ　クロガネモチ
サンゴジュ　シマトネリコ
マテバシイ　ヤブツバキ　ヤマモモ
レッドロビン　オウゴンマサキ
カンツバキ（赤花と白花）   サザンカ
シャリンバイ　ツツジ類　トベラ
ハマヒサカキ　ヒサカキ　ミカン類
サクラ類　イロハモミジ    ハナモモなど

令
和
２
年
６
月
２６
日
㈮
１３
時

か
ら
協
会
会
議
室
に
お
い
て
理

事
１３
名
、
監
事
１
名
及
び
事
務

局
の
出
席
の
も
と
第
３
回
理
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。

議
事
内
容
は
次
の
通
り
。

〇
令
和
２
年
度
前
期
監
査
報
告

に
つ
い
て

監
事
か
ら
、
午
前
中
に
実
施

し
た
令
和
２
年
度
前
期
監
査
結

果
に
つ
い
て
、
財
産
及
び
正
味

財
産
増
減
の
す
べ
て
の
点
に
つ

い
て
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
る
と
の
報
告
が
さ

れ
た
。

〇
令
和
２
年
度
公
益
目

的
支
出
計
画
実
施
事
業

に
つ
い
て

内
閣
府
に
延
長
が
認

め
ら
れ
た
公
益
目
的
支

出
計
画
事
業
に
つ
い

て
、「
緑
化
推
進
普
及

啓
発
事
業
」
の
実
施
状

況
並
び
に
今
年
度
の
実

施
予
定
の
説
明
及
び

「
人
材
育
成
事
業
」
の

実
施
予
定
に
つ
い
て
の

説
明
が
行
わ
れ
、
計
画
の
と
お

り
今
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
と

し
た
。

〇
令
和
３
年
度
に
お
け
る
会
計

処
理
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
の
予
算
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
で
公
益
目
的
支

出
計
画
事
業
の
終
了
す
る
た
め

内
閣
府
に
対
し
て
執
行
状
況
報

告
が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
顧

問
税
理
士
か
ら
の
助
言
も
あ
り

翌
年
度
会
計
か
ら
は
従
来
の
会

計
方
式
に
戻
す
こ
と
と
し
、
１１

月
の
理
事
会
ま
で
に
素
案
を
作

成
す
る
こ
と
と
す
る
。

〇
令
和
３
年
度
総
会
に
つ
い
て

令
和
３
年
１
月
２１
日
（
木
）

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
に
あ
る

「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙

台
」
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
、
開
催
す
る
か
の
判
断
は
１０

月
の
業
務
執
行
理
事
会
で
判
断

し
た
い
。

〇
連
絡
調
整
会
議
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
実
施
を

見
合
わ
せ
て
い
た
、
令
和
２
年

度
連
絡
調
整
会
議
を
令
和
２
年

８
月
２１
日
（
金
）
協
会
会
議
室

で
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

〇
委
員
会
報
告

①
コ
ン
テ
ナ
委
員
会
は
未
掲
載

樹
木
の
価
格
調
査
を
実
施
。

②
供
給
可
能
量
調
査
委
員
会
は

４
回
の
ウ
ェ
ブ
会
議
を
実
施
。

時
間
的
に
余
裕
が
で
き
、
旅
費

の
削
減
に
も
つ
な
が
る
。
委
員

会
会
議
だ
け
で
な
く
、
ブ
ロ
ッ

ク
で
も
ウ
ェ
ブ
会
議
を
進
め
て

い
き
た
い
と
要
望
が
あ
っ
た
。

理
事
会
後
の
懇
親
会
で
は
、

協
会
顧
問
の
御
三
方
、
自
由
民

主
党
元
幹
事
長
古
賀
誠
氏
、
参

議
院
議
員
有
村
治
子
氏
、
衆
議

院
議
員
藤
丸
敏
氏
も
参
加
し
て

く
だ
さ
り
、
貴
重
な
意
見
を
伺

う
こ
と
が
で
き
た
。

２
０
２
１
年
版
協
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

２
０
２
１
年
版
協
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ

ン
ダ
ー
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
「
趣
味

の
園
芸
」
編
集
部
の
協
力
を
得
て
作
成
い

た
し
ま
す
。

会
員
価
格：

４
０
０
円
（
税
別
）、

一
般
価
格：

５
０
０
円
（
税
別
）

１
部
（
最
少
ロ
ッ
ト
１０
部
、
送
料
別
途
）

申
込
締
切
日：

９
月
１６
日
㈬

令
和
２
年
度

第
３
回
理
事
会
を
開
催

日本列島植木植物園
ナショナルプランツ コレクション※

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希少種・
絶滅危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

（一社）日本植木協会
令和３年度通常総会
開催のご案内

開催日 令和３年１月２１日（木）
ホテルメトロポリタン仙台

問古川和生 古川庭樹園（大阪府）☎０７２１‐９３‐２６７３

雲南地湧金蓮（ウンナンチユウキンレン）
学名 Musella lasiocarpa

ピンクバナナ（別名ベルチナバナナ）
学名Musa velutina

中国雲南省からインドシナ半島原産で
草丈は１.５ｍ前後。「地中から湧き出た金
色をした蓮の花」のように見えることか
らこの名前がつきました（ハスの仲間で
はありません）。花は直径２０㎝から３０㎝
で大きな花弁と思われる黄金色のものは
花を保護するための苞であり、この苞が
次々と開き、苞の基部から小さな花が顔
を出します。
開花期間が長いのも魅力で半年から温
暖な環境では１年半近く咲き続けます。
耐寒性にも優れ、寒い地方では地上部は
枯れ込みますが、気温マイナス１０度以上
であれば越冬可能という説もあります。

インド北東部のアッサム地方原産で草
丈は１,７ｍ前後。バナナの仲間としては
耐寒性に優れ寒い地方では地上部は枯れ
込みますが、気温マイナス５度以上であ
れば越冬可能で春になると再び芽吹くの
で毎年果実の収穫が可能です。果実は長
さ１０㎝前後で糖度は低く、種子が多い。
果肉が少ないので「アケビバナナ」と呼
ばれることもあります。食用果実ではな
く観葉植物としての流通が一般的です。

コンテナ部会総会のご案内
開催日 令和３年１月２２日（金）
TKP仙台南町通カンファレンスセンター

青年部会総会のご案内
開催日 令和３年２月９日（火）
ニューオーサカホテル（大阪府）
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左から専務の熊山将敏さん、社長の直行さん、守部　咲さん、専務の奥様の千穂さん

シリーズ 社 紹介ささささんん

熊山園（神奈川県藤沢市）インタビュー

No.1

「従業員さんがいてくれての仕事」と言う熊山園さんは、明るいバレーボー
ル一家でした。
「シリーズ 社園さん紹介」を始めるのにあたり、トップバッターはできた
ら女性従業員のいる社園さんにと調査開始。すぐに熊山園さんのお名前が挙が
りました。今、国でも勧めている女性活躍推進をいち早く取り入れていた神奈
川県藤沢市の熊山園さんを訪ね、女性従業員の咲さんと、奥様の千穂さんにお
話をお聞きました。

藤沢市獺郷周辺は植木の生産地
取材当日、「よっ！」っと、手を挙げて三日月形の優しい目が印象の熊山社
長。電話でも何かと親切に教えてくれた奥様の千穂さんが「暑いところお越し
くださって…」と、明るくお出迎えいただき、一瞬にして緊張がほぐれました。
奥様の横には長身で圧倒的な存在感のある３代目の専務の将敏さん。でもよく
見ると目は社長譲りの優しい目をしていました。
創業５７年の熊山園さんのある神奈川県藤沢市は、ＪＡ植木生産者組合だけで

も６６社程いるという植木生産者の多い地域。かの有名な寒川神社にも車で１０分
程、サザンでお馴染みの湘南茅ケ崎にも近く静かないい所でした。

女性従業員「咲さん」にインタビュー
植木屋さんになったきっかけは学校の先生の勧め

植木屋さんに就職したきっかけはなんですか？
「もともと農業関係に興味があり、高校３年間、専門的なことを学んできま
した。その知識を生かしたかったことと、学校の先生の紹介がきっかけです」
とはにかみながら咲さんが答えてくれました。先代のおばあ様がパートさんと
挿し木の仕事をしていたことから始まって、実は女性従業員は３人目だそうで
す。咲さんはすでに７年のご経験があり、今では熊山園にとって、欠かせない
存在。昨年にはご結婚もされて仕事と家庭の両立をしているとのことでした。

「ハウス管理は信頼して任せてる」と太鼓判
どんなお仕事を普段はされているのですか？
「ハウスの中の植物の水やりや管理、挿し木、種をまいて増やしたり、ポッ
ト替えをしています。出荷前の置き場では、はさみで整えたり、水をあげたり、
木々の最良の状態での出荷をしています。今は暑いので乾き等がないかを見逃
すミスはしないよう、常に植木の細部まで観察しています」と咲さん。広い現
場で、多くの樹木１本ずつを女性の細やかな視点で見ることが仕事に繋がって
いるのでしょう。
専務の将敏さんが「彼女にハウスは任せています。花が咲いたら色や品種が
分かるよう何百本もある樹名の印付けもこなしてくれています」と信頼してい
るのがよく伝わってきました。

咲さんの今の目標は中型車の免許取得
好きな仕事、大変な仕事、目指している仕事は何ですか？
「仕事の中で剪定が一番好き。１年後、数年後のことを考えて剪定するのが
面白いんです。でも剪定後の枝葉を片付けるのはやっぱり大変で、２トントラッ
クだとすぐいっぱいになるので、実は今、中型車の免許取得を目指しています」
と、照れながらもはっきり答えてくれました。仕事の合間に教習所に行かせて
もらって、会社にバックアップしてもらっているそう。
次回は、中型車を運転する咲さんにお会いできるでしょう。咲さん頑張って！
きゃしゃで、恥ずかしがり屋の咲さんは、奥に秘めたパワーの持ち主でした。

奥様の千穂さんにインタビュー
旦那の家業だから、その一心で。

「最初は、畑違いの仕事でしたので随分戸惑いました。色々な方やお客様へ
の挨拶から始まり、次第に面識もできて、いつの間にか色々教わっていました」

と千穂さん。結婚前は給料を貰う側から、結婚後はお給料を
払う側。経理や公的な手続きも多く、最初は失敗の連続だっ
た」と話してくれました。
「旦那の家業なんだから、その家業を手伝いたいという気
持ち一心で始めました。今でも家事、育児、仕事の三本立て
がぐるぐる駆け巡っている毎日です。一番大変なことは何で
すか？の問いには「大変だと思ってしまうと何も進まなく
なってしまうので、大変だと思わないようにしています」と
明るく笑顔で話してくれました。お母様から少しずつ教えてもらって世代交代
をしてきたとのこと。私は尊敬の眼差しで聞いていました。

専務から「従業員さんがいてくれての仕事」と教わりました
主人からよく「従業員さんいてくれての仕事」とよく聞かされていましたの
で、私もどこまで対応出来ているか分かりませんが、出来る限り従業員さんを
大切にしたいですし、本当に感謝しています」と話しながら、ちらっと咲さん
を見て二人で笑っていた。その一瞬で物語っていました。

週末はバレーボール指導で社会貢献も
将敏さんも千穂さんも、週末は各々の地元小学生バレーボールチームを指導
していて、将敏さんは昨年、チームを神奈川県大会２位までに引っ張った手腕
の指導者。今年こそと全国大会を目指していたが、このコロナ禍で試合がなく
なって残念がっていました。
息子さん二人もバレー部で、次男はバレーで県外の学校に通わせており、近
隣の植木屋さんに「何かあったらよろしく！」と頼んでいるという。確かに植
木屋さんは全国区ですね。
千穂さんも週末は、息子さんの部活の応援と、自分の小学生チームの指導を
しているとのことで、みんなのお弁当を作ったり、洗濯物も山のようだと想像
すると週末もさらに忙しいことでしょう。それでもお二人ともバレーボールの
話をしていた時、とても元気で輝いていました。ON、OFF を上手に切り替え
ている素敵なご夫婦だなと感じ、朗らかな気持ちになって取材を終えることが
出来ました。お忙しい中、ありがとうございました。

飯島さん（大和園）
登場の一コマ。

途中、支部長の飯島さん（大和園）
は取材を心配して見に来てくれまし
た。咲さんについて「彼女は植木を取
りに市場まで来たりするんだけど、

とにかく一生懸
命なのよ！」と
褒めまくって、
「給料上げても
らいな！」と一
言言って立ち
去った爆笑の一
場面もありまし
た。 ９４歳の会長の松治さん

取材前に神秘的な参道を歩いて参拝した寒川神社

←松治さん

広い圃場樹齢３００年程のクロガネモチ
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第6回　里山の鎮守の杜
東京農業大学名誉教授　中 村 幸 人

連載「里山植物と景観」 ◆プロフィール　中村　幸人（なかむら　ゆきと）
1952（昭和27）年3月　東京農業大学名誉教授（博士　理学）
専門：植生学、植物地理学、景観生態学
神奈川県鳥獣総合対策協議会委員、神奈川県公共事業評価
審査会委員、国際植生学会群集命名規約委員会委員　他
横浜国立大学助手、作新学院大学教授を経て平成14年より東
京農業大学教授
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供
給
可
能
量
調
査
委
員
会
で

は
平
成
１７
年
か
ら
平
成
３０
年
ま

で
の
供
給
可
能
量
調
査
結
果
を

連
続
デ
ー
タ
化
し
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
公
表
し
ま
し
た
。
一
般

開
示
向
け
に
は
樹
種
の
寸
法
別

に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
会
員
向
け
に
は
会
員
ペ
ー
ジ

内
で
調
達
難
易
度
の
推
移
を
確

認
出
来
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し

た
。連

続
デ
ー
タ
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
名
前
が
変

化
し
た
樹
種
の
擦

り
合
わ
せ
な
ど
を

地
道
に
作
業
い
た

し
ま
し
た
。

平
成
１７
年
か
ら

平
成
３０
年
ま
で
の

供
給
可
能
量
の
推

移
を
み
る
と
、
１４

年
間
で
約
６０
％
の

減
少
が
見
ら
れ
ま

す
が
、
特
徴
と
し

て
露
地
栽
培
本
数

の
減
少
が
顕
著
で

あ
る
一
方
、
コ
ン

テ
ナ
栽
培
本
数
の

減
少
は
比
較
的
な

だ
ら
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

露
地
栽
培
の
樹

種
別
で
は
常
緑
、

落
葉
と
も
に
低
木

類
の
供
給
量
減
少

が
著
し
い
よ
う
で

す
。
一
方
、
コ
ン

テ
ナ
栽
培
の
樹
種

別
で
は
常
緑
低
木

が
１４
年
間
で
ほ
と

ん
ど
減
っ
て
お
ら

ず
、
コ
ン
テ
ナ
の

常
緑
低
木
栽
培
が
露
地
の
常
緑

低
木
栽
培
の
減
少
を
下
支
え
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

木
草
本
類
の
供
給
本
数
は
１４
年

間
を
通
じ
て
安
定
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

是
非
、
会
員
の
皆
様
の
生
産

さ
れ
て
い
る
樹
種
な
ど
の
年
度

推
移
な
ど
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ

い
。
各
県
支
部
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
供
給
可
能
量

も
連
続
デ
ー
タ
で
見
る
と
様
々

な
事
が
み
え
て
き
ま

す
。植

栽
現
場
で
は
利

用
樹
種
の
波
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
利
用

樹
種
の
変
化
も
あ
る

の
で
、
供
給
可
能
量

調
査
委
員
会
で
は
時

代
に
応
じ
た
調
査
対

象
樹
種
の
追
加
等
を

行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

私は１９７０年代には宮脇昭先生のもとで各地を回り植生調査を行っていまし
た。１年のうち２５０日くらいは野外に出ていたと思います。その当時は日本植
生誌を毎年１巻刊行するために、研究室では春から夏まで調査に入り、秋に資
料をまとめて書き始め、年が明けて校正に出版社に通い、年度末には発刊とい
うことを毎年繰り返していたような気がします。
お陰様で日本列島を調査して歩くことができましたが、調査の目的の一つが
潜在自然植生を明らかにすることです。現存する自然植生を出来るだけ調査し
て正確な情報を得る必要がありました。しかし、人々の生活圏に自然の森など
存在しないのが世界の常識です。自然林はとうの昔に農耕地や市街地に変えら
れ、消えてしまっているのが普通です。ところが日本では、神社の境内で人が
立ち入ることのない聖域であるがゆえに、「鎮守の杜」に自然林が残されてい
たのです。弥生時代以降、常緑広葉樹林帯では稲作を中心に集落が形成され、
やがて精神世界の拠り所として各地に神社・仏閣が形作られていきます。我々
は１／２５０００の地形図上のすべての神社とお寺をマーキングし、現地で植生を確
認することを続けました。今のように Google Earth もなく、精度の高い空中写
真も手に入らなかった時代、現地で片っ端から自然植生を確認するしかなかっ
たのです。
境内がスギ植林、イチョウやクスノキの大径木であるところも少なくないの
ですが、鬱蒼としたスダジイやタブノキの照葉樹の森に覆われている神社やお
寺を見つけたときは、気持ちが高揚したのを覚えています。許可を頂いて境内
に入り、植生調査を行うために森の中心に立つと、かつてその地域に広がって
いた自然林の姿が蘇ってきたものです。
我々は自然林に相当する社叢林を調べ、その植生のタイプを種組成に基づい
て類型化し、点から線へ、線から面へと広げて、潜在自然植生を判定していっ
たのです。当然、気候や地形、土壌条件が均一なところ、植生のタイプと環境
の関係を読み取りながら作業を進めました。人々が暮らす文化景観に自然は残
されていないのですが、身近にある自然度の高い社叢林、「鎮守の杜」が日本
の本来の自然、潜在自然植生を明らかにしてくれたのです。

さて、私が訪ねた
鎮守の杜をいくつか
紹介したいと思いま
す。伊勢神宮と大分
の宇佐神宮の鎮守の
杜は生物多様性の大
きいイチイガシ群集
に同定されていま
す。内陸の比較的平
坦な地形と豊かな土
壌を指標していま
す。高木層にイチイ
ガシが優占し、その

ほか、スダジイ、タブノキ、ヤマモガシなどが見られます。亜高木層にはヤマ
ビワ、トキワガキ、コバンモチ、ヤブツバキ、サカキ、ヒサカキ、低木層にカ
ンザブロウノキ、クロバイ、クロキ、リンボク、ルリミノキ、ハクサンボク、
ネズミモチ、タイミンタチバナ、イズセンリョウ、アオキ、草本層にはナガバ
ジュズネノキ、ツルコウジ、ヤブコウジ、マンリョウ、ガンゼキラン、キエビ
ネ、ナツエビネ、ナギラン、キジノオシダ、オオキジノオシダ、オオカナワラ
ビ、ミドリカナワラビ、シロヤマシダのほか、セッコク、キバナセッコク、ナ
ゴラン、フウランなどの着生ランも見られます。太宰府天満宮ではクスノキの
大径木が目立ちますが、奥に入るとイチイガシが生育しています。やはり潜在
自然植生はイチイガシ群集なのかもしれません。クスノキは市杵島姫（いちき
しまひめ）を祀る辺津宮の宗像大社にも多く、イヌグスとも呼ばれる自生種の
タブノキを見かけません。潜在自然植生はムサシアブミ－タブノキ群集と思わ
れますから、宗像一族にとってクスノキは重要な舟材として、また大陸から持
ち込まれた文化の象徴として植栽されたのかもしれません。しかし三女神の一
柱、田心姫（たごりひめ）が祀られている沖ノ島の沖津宮では現生の状態に近
いムサシアブミ－タブノキ群集の社叢林で覆われ、タブノキ、ホルトノキ、オ
ガタマノキ、ナタオレノキの大径木に日本古来の息吹を感じてしまいます。
常緑広葉樹林帯において里山の本来の自然の姿を示す社叢林はスダジイ林と
タブノキ林が多く、石川の気多大社、本州の東側でも御前崎の池宮神社、伊東
市の来宮神社、逗子市の神武寺、房総の清澄寺などで見ることができます。ま
た、山地ではモミ・ツガ林、コウヤマキ林、ウラジロガシ林を社叢林とした密
教寺院の高野山や愛知の鳳来寺山があげられます。
このように里山で暮らす人々の心の拠り所として、神様がその土地のもっと
も多様で安定した極相林とも呼べる「鎮守の杜」に祀られているのは興味深い
ことです。

供
給
可
能
量
調
査
委
員
会

伊豆、大瀬崎の砂嘴の礫浜に見られるビャクシン、クロマツ、イヌマキの社叢林
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露地・コンテナ別供給可能量の推移

伊豆市大宮神社のイチイガシ、スダジイ、タブノキの社叢林
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特集
YouTubeチャンネル

後藤保範　㈲大阿蘇造園　（熊本県）
みなさんは心か
ら楽しんで仕事を
していますか？そ
して、自分の仕事
にプライドを持っ
ていますか？
「どうも！やっ
ちゃんです！」と
いう挨拶から始ま
るYouTube動画を
作成してます。植
木屋ユーチューバ
ーの「やっちゃん」こと熊本の後藤保範（やすのり）です！私は、植木屋をベ
ース（野球、他いろんな事やってます）に YouTube チャンネル『やっちゃん
【TV植木屋 BASE】』を開設し植木屋の認知度を高める活動として、YouTube 動
画を作成してます。
植木屋をエンタメ化する事で植木屋の認知度の向上はもちろんの事、業界の
課題である人手不足、技術継承、単価の向上等のソリューションにしたいと考
えています。これからの時代、「商品」や「サービス」の価値はそれらにどれ
だけの『ストーリー』が付加されてあるかで決まると考えています。生産に携
わった人達の「人柄」や生産に至るまでの「思い」や「知恵と工夫」等が大事
です。そして、それらをより多くの人達に伝える『発信力』が何より大事にな

ると考えています。
現代のビジネス界は従来の「貨
幣経済」から、「信用経済」へと
変化を成し遂げています。さら
に、拍車をかけるようにロボット
化、AI 化が加速し、本当の意味
で、仕事に携わった「人」の存在
が重要となってきました。
YouTube を始めてからは、ありが
たい事に人脈が広がり、業界の事

や未来のビジネスについて、意見を交わす機会が増えました。肌感覚ですが、
「貨幣」ではなく「信用」を頂いてます。もちろん、売り上げにも貢献させて
頂いてます。
これからのビジネス展開を考える上でオンライン化は必須科目だと考えてま
した。（コロナ禍は予想外でしたが）今や PC、スマホを使用して、場所問わず
インターネットが使える時代です。作業の休憩中に、大木の木陰で雄大な阿蘇
の風を感じて動画編集や SNS を楽しんだり、時にはネットショッピングした
り、映画見たり、ドラマ観たり…なんて事は日常のルーティンワークです。も
ちろん、ソーシャルディスタンスどころか、周囲には人間よりも動物の方が多
いです。笑
誰にも邪魔されないので幸福な
ひと時です。地方のポテンシャル
が発揮される時が来たようにも思
えます。そういった幸福の価値観
もビジネスにおけるヒントなのか
な？と考えたりしてます。
ちなみに…YouTube を始めるに
あたり、「お金」よりも「ほんの
少しの勇気」が必要でした！嫁の

機嫌を伺いながら始めた事は言う
までもありません。笑
新しい事をはじめるという事は
膨大なエネルギーと勇気が必要で
すよね。人に批判されるかもしれ
ない、笑われるかもしれない。失
敗するかもしれない。そもそも私
自身、人見知りでコンプレックス
だらけの人間でした！小さな成功体験を積み重ね（もちろん失敗もします）自
信をつけていく事で他人への承認欲求を捨て、前に進んでいます。そして、や
りたい事に自信を持ってやっています！
無論、多くの人の支えやご協力があって成り立っています。
すでに、協会会員の方でも YouTube 含め SNS を通じて多くの人からフォロ

ーを頂いております。特に、内田さん【内田養樹園】は同じユーチューバーと
してフォローを頂いてますし半田さん【（有）半田植物園】からは熱いコメント
と豊富な知識を頂いてます。その他多くの方から、投稿へのコメントや高評価

を頂いております！いつもありが
とうございます！熊本のローカル
番組ですが、TV出演もさせて頂
きました。
これからも、自分の頭と足を動
かして時流に応じた仕事のやり方
を試行錯誤して挑戦し続けていき
たいと考えてます。いろいろと、

小生意気な事を述べさせて頂きましたがとはいえ、私はまだまだ経験も浅けれ
ば、知識も吸収していかなければなりません。協会を通じて、多くの方々と出
会って、知見を深めていきたいと
考えてます。是非、多くの方々に
動画のご出演も願いたいです。
アップロード済みの動画として
同世代の白石 匠さん【㈲南阿蘇
緑化】とは植木屋と SNS につい
ての熱いトークを交わし、大森
信之介さん【大森樹芸園】とは新・
国立競技場周辺の植リポ（植栽リ
ポート）を行いました。
そして、弊社代表である父とは「親子会議」と称していろんなテーマで世代
間の認識を共有するトークを行いました。

のびのびと好きな事をさせて頂
ける会社や、代表である父には感
謝しています。これからも、
YouTube を通して植木屋をエンタ
メ化させてより多くの人に、認知
してもらえるように頑張ります！
そして、業界を大きくアップデー
トしたいと思います！
是非、YouTube チャンネル：
やっちゃん TV【植木屋 BASE】
のご視聴とチャンネル登録（無
料）&高評価よろしくお願いしま
す！（毎週土曜日アップロード！）

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希少種・絶滅危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

東北で植木を生産するには厳しいものがあります。特に北東北の秋田、青森、岩手では、関東以
西では５年から１０年で育つものが、冬の寒さや日照時間の短さから、その１.５倍から２倍の年数が
かかります。しかしながら、その風雪に耐え、長い時間をかけて多種、多様な樹形をなすモミジ、
アオダモ、ナツハゼなどの山採り樹木には、まっすぐに整って育つ畑作樹木と違って、個性的な趣
を醸し出す自然木として人気があります。
また、農家など旧家の庭先には独創的な古木（仕立物）クロマツ、アカマツ、イチイなどが多く
残されており、国内での販売はもとより、海外にも多く輸出されています。

イチイアカマツ

他 SNS として
・Instagram：やっちゃん TV【後藤 やすのり】
・Facebook：後藤 保範
・Instagram（会社用）：大阿蘇造園【後藤 保範】
・Twitter：やっちゃん TV（後藤 やすのり）
もやってますので、是非ご覧ください！
よかったら、フォローもよろしくお願いします！

イチイ （Taxus cuspidata）

クロマツ（Pinus thunbergii）
アカマツ（Pinus densiflora）

キンキャラ

youtube はじめます!!

クロマツ

問菅原勝利 北日本菅与㈱（秋田県）☎０１８２‐２４‐２３２８

日本列島植木植物園
ナショナルプランツ コレクション※

あみモミジ

ch登録者２００人突破記念！

サクラの道を親子で作る
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香川県の
保育園にて
香川県の
保育園にて 緑育出前授業と記念樹贈呈事業を実施緑育出前授業と記念樹贈呈事業を実施

最近のホソバヒイラギナンテン特集　

令和２年６月４日（木）に香川県高松市の
にこにこ保育園にて緑育出前授業を実施しま
した。
実施内容
①SDGs のターゲット１３と１５項目について教
えるために香川県のオリーブを植栽し、ク
ローバーの種子を園庭にまき、気候変動に
対応した植栽の大切さを教えました。
②園内の植物に、木の名前や特徴を教えてオ
リジナルの樹名板の取り付けをしました。
③国連が奨めるグリーンウェーブ２０２０に参加
して植物の大切さを伝えました。
④植物を本格的に植えたことのない子供たち
に、樹木の育て方を教えました。
実際、行ってみて先生方にも植物の効果効
能を学んでいただき、これからの子どもたち
の家族にも植物の大切さが拡散していくこと
に期待が持てました。

高松市にこにこ保育園の先生の感想
「子供たちは、お迎えに来た保護者の方に「これ、みんなで植えたんで…きれ
いやろ！」と嬉しそうに話していました。お家の人と楽しく笑顔で会話をして
いる様子を見て、とってもほのぼのとした気持ちになりました。記念植樹も体
験させていただいたことで、子どもたちが樹木や草花、身近な自然に興味や関
心を持ち、大人になって緑や自然を愛する人に成長して欲しいと心から思いま
した。子どもたちに植物を身近に感じる機会を与えていただき、また園庭の緑
が増え、子どもたちにとっても保育士や保護者にとっても癒される空間が増え
たことを心から感謝致します。」
高松市にこにこ保育園の先生の感想
「クローバーの種を見て「これはお砂？」「ちっちゃいね」
と様々な感想を持ち、また種を蒔くときにも、大胆に蒔
く子ども、そっと少しずつ蒔く子ども、蒔く場所を一生
懸命に考えている子ども、大きくなぁ～れと言いながら
蒔く子どもと…様々な様子が見られました。最近は庭のない家庭も増え、緑に
触れる機会が少ない子どもも増えてきており、このような緑育出前授業で緑に
触れる時間を持つことができ、とても貴重な体験をさせていただきました。
これを機会に子どもたちが、より一層、土に触れる楽しさや、植物を育てる
喜びを感じることができるよう、保育園でも緑育活動を積極的に保育園の中に
取り入れていきたいと思います。」

前回の記事で、『ボックスウッド』の学名について書かせていただきました
が、今回はホソバヒイラギナンテンについて書かせていただきます。
最近、弊社に『ホソバヒイラギナンテン』の名前で樹名札の注文があります。
『ホソバヒイラギナンテン』は、私が２０代のころ（４０数年位前）に植栽設計
でよく使用した記憶がありますが、現在、造園ではほとんど使われていないと
いうのが私の認識であり、はじめは『ホソバヒイラギナンテン』という名前は
何を指しているのか分かりませんでした。
そこでインターネットで検索してみたところ、『マホニア コンフーサ』あ
るいは『マホニア ナリヒラ』が引っかかってきました。『マホニア ナリヒ
ラ』は、協会が編集した『改訂版 新樹種ガイドブック』で初めて紹介された
樹木で、『新しい造園樹木』の副題が示すように、近年新しい造園樹木として
注目されている人気の高い常緑低木です。本を開いてみると『マホニア‘ナリ
ヒラ’』で紹介されていますが、どこにも『ホソバヒイラギナンテン』の名前は
ありません。確かに『ヒイラギナンテン』に比べれば葉が細いのはわかります
が、昔からの『ホソバヒイラギナンテン』を知っている私にとっては、どこで
どうなって『マホニア コンフーサ』あるいは『マホニア ナリヒラ』が『ホ
ソバヒイラギナンテン』の名前となったのか不思議でした。
現に私の監理・監督しているマンションの植栽改修設計図の樹木凡例に『ホ
ソバヒイラギナンテン』の名前が記載されていました。設計者及び施工者に樹
木凡例に記載されている『ホソバヒイラギナンテン』は、何の樹木を指してい
るのか伺ったところ、インターネットに載っている通りで、『マホニア コン
フーサ』あるいは『マホニア ナリヒラ』を指しているとのことでした。なお、
『マホニア コンフーサ』と『マホニア ナリヒラ』は同じものとの情報もあ
りますが、葉の細さ（幅）に違いのあるタイプが見られることから『ナリヒラ』
は選抜品種かもしれませんがはっきりしません。
原点に戻って昔からある本物の『ホソバヒイラギナンテン（写真参照）』につ
いて調べてみると、中国原産で、わが国には明治初年に入ったと上原敬二先生
の『樹木大図説』Ⅰ―１０３９頁に記載されています。別名としては『ササバヒイ
ラギナンテン、ナンテンヒイラギ、ナガバノヒイラギナンテン、ナガバノヘビ
ノボラズ、シャジバナンテン』などの名前が記載されています。
そこで弊社にあるめぼしい植物図鑑や樹木図鑑、造園事典などをあたってみ
ました。当然のことながら新しい樹木の『マホニア コンフーサ』あるいは『マ
ホニア ナリヒラ』についての記載はありませんし、『ホソバヒイラギナンテ
ン』の別名として『マホニア コンフーサ』あるいは『マホニア ナリヒラ』
を記載している図鑑もありませんでした。
学名の先取優先を持ち出すつもりはありませんが、明治初年は１８６８年ですの
で、１５２年前から『ホソバヒイラギナンテン』の名前は使われていることにな
ります。最近は『ホソバヒイラギナンテン』がほとんど植栽されていないから
と言って樹木がなくなったわけではありませんので、『マホニア コンフーサ』
あるいは『マホニア ナリヒラ』を『ホソバヒイラギナンテン』の名前で呼ぶ
ことは明らかな誤りであるといわなければなりません。それらに『ホソバヒイ

ラギナンテン』の名前を使ってはいけないのです。正しい名前を使用している
方も多いと思いますが、インターネットなどからの誤った知識を基に、安易に
この名前を使用している造園関係者には、植物を扱う専門家としての立ち位置
を考えると、猛省を促したいと思います。
ここからは学名の話を少しさせていただきます。これまでの学名では『ホソ
バヒイラギナンテン』は『Mahonia fortunei 』です。『マホニア ナリヒラ』は、
『改訂版 新樹種ガイドブック』では『Mahonia confusa ‘Narihira’』となってい
ます。弊社は樹名札の学名の出典根拠の一つに『改訂版 新樹種ガイドブック』
を採用している関係でこの学名を使用していますが、改めて学名をチェックし
てみたところ、『マホニア ナリヒラ』の学名が変わっていることが判明しま
した。その主な出典としては、RHS の『Plant Finder 2019』で、『Mahonia
eurybracteata ‘Narihira’』となっています。アメリカの造園樹木などの生産販売
会社としてよく知られたモンロビアナーセリ－や植物園として有名なラウルス
トン アーボリータムの HPをのぞいてみると、RHS と同じ学名を使用してい
ます。
また、最近の流れから見てみると、APGによる学名の見直しがあります。

現状ではまだ APGの分類による学名で樹名札を製作することは少ないです
が、「APGⅢに則した学名で」との注文も増えてきています。おいおい APGの
分類体系で統一されていくことになるかと思われます。
APGⅢによる新しい分類によると、ヒイラギナンテンの仲間はこれまでのヒ

イラギナンテン属（Mahonia ）からメギ属（Berberis ）に包含されるようです。
ですので、『ホソバヒイラギナンテン』の学名は『Mahonia fortunei 』から『Berberis
fortunei 』に、『マホニア ナリヒラ』の学名は、『Mahonia confusa ‘Narihira’』
から『Berberis eurybracteata‘Narihira’』に変わるようです（植物分類表 大場秀
章編著 ㈱アボック社発行 参照）。エングラーの分類体系で学んできた私に
は頭の痛い日々が続きます。
なお、和名について考えたのですが、『マホニア ナリヒラ』について『ホ
ソバヒイラギナンテン』以外の適切な名前はないかとインターネットなどをの
ぞきながら考えたのですが、ナリヒラヒイラギナンテンあるいはヤナギバヒイ
ラギナンテンなどの名前が記載されています。学名は変わっても和名は変わる
ことが少ないので、相応しい名前があると良いのですが、私は後者を一押しと
したいと思います。
また、この原稿を書く中で『マホニア ナリヒラ』の品種についての情報も
ありました。『ナリヒラ』に比べ葉の幅が一段と狭い品種が生産されているよ
うです。生産しているのは和歌山県紀の川市桃山町の『農事組合法人 桃山町
植木組合』です。植木組合のＨＰを見ると、『マホニア コンフーサ セイリュ
ウ（青流）』という名前です。細葉で品が有りなかなか良いのではないかと思わ
れます。ヒイラギナンテンの仲間は実生が比較的容易なので、実生選抜のよう
です。
会員の皆様も、ヒイラギナンテンに限らず色々な植物の種をまいて、カネニ
ナルキを探し出し、一獲千金を目指しましょう。

（有）半田植物園（香川県）
半 田 茂 富

株式会社 アスコット
若 林 芳 樹

ヒイラギナンテンマホニア ナリヒラ（実生選抜？）マホニア コンフーサ（右 基本種？）

「ぼく、将来、植木屋さんになる！」
と一生懸命に荷台を運んでくれまし
た。

ホソバヒイラギナンテン 小葉の数が少ない
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ヒゼンマユミは暖帯及び亜熱帯の海辺に近い場所に生えるニシキギ科の常緑
高木で、日本で自生しているのは沖縄、鹿児島、長崎、大分、山口、徳島の各
県で、朝鮮半島南部にも分布するという（１）（２）。
これが世に知られたのは明治３９（１９０６）年で、地元の植物研究家千葉常三郎
が長崎県諫早の城山公園で発見し、その後牧野富太郎により大正２（１９１３）年
に新種として記載されたことによる。学名にある chibai はもちろん発見者を記
念したものである。その後の調査で発見場所の城山公園はスダジイが優占する
ものの、ヒゼンマユミの個体数が多く、その他にもヤマモガシ、シイモチ、ヤ
マヒハツ、トキワガキ、ミサオノキなど暖帯性の常緑樹が多いということで、
昭和２６（１９５１）年に国の天然記念物に指定されている（３）。
（１）には記載されていないが、
（２）で図示されているように福岡
県宗像市沖ノ島にもヒゼンマユミが
自生している。この島は福岡県本土
から約５５kmの玄界灘に浮かぶ周囲
４kmほどの孤島である（写真１）。
小生も福岡県庁に在職中、公務で何
度か訪れた際、島の各地で目にして
いる。ご存じの方が多いと思われる
が、この島は｢海の正倉院｣や｢神宿
る島｣という代名詞のとおり、中国
大陸や朝鮮半島との文化的なつなが
りを裏付ける遺物が大量に発掘され
ていて、２０１７年には世界文化遺産に
指定されている。一方で朝鮮半島に
近いことや対馬暖流の影響などでヒ
ゼンマユミの他（写真２）、オオタ
ニワタリ、ハイビャクシン、コバノ
イラクサ、ミヤコジマツヅラフジ、
コウシュウウヤク、ナタオレノキ、
ビロウなど貴重な植物が自生することでも知られている（蛇足であるが、この
島は宗像大社の神域で今日でも女人禁制であり、しかも上陸の際には全裸にな
り海水でみそぎをする習わしになっている。以前海水が最も冷たいとされる３
月上旬に訪れた際には、文字通り縮み上がるほどの冷たさだったことを今でも

覚えている）。
ここでヒゼンマユミの形態を簡単

に紹介すると、常緑高木で樹高は１０
mくらい、樹皮は灰褐色で滑らか。
一、二年生枝は緑色で４稜があり、
葉は対生し、革質で光沢があり、卵
形～楕円形、長さ４～８cm、縁に
は低い鋸歯がある。花は５月頃黄緑
色であまり目立たない（写真３）。
果実は倒卵形の蒴果で４棱があり、
初めは緑色だが次第に鮮やかな黄色
に変わり、中から橙色の種皮に包ま
れた種子が飛び出す（１）（２）。
さてこのヒゼンマユミを緑化木と

して利用する場合、大学や公的な植
物園などで学術目的に植栽すること
は当然考えられる。その他に観賞用
とする場合にどのような魅力がある
かを考えると、先に述べたように花
はあまり目立たないが、私が福岡市
植物園（同市中央区小笹）に植栽されている４０～５０年生の木を、７～８年にわ
たり観察したところでは、ほぼ毎年多量に開花・結実して、その果実が冬から
早春にかけて鮮やかな黄色に色づき、果柄から垂れる様はかなり趣きがある（写
真４）。一方で成木にならないと結実しないこと、それまでには枝葉をかなり
茂らせること、かといって剪定をすると開花・結実しにくくなることなどか
ら、一般家庭向きでないことは確かなようである。
一応繁殖方法について述べると、成木では大量の果実を付けるが、この種子
は取り播きしても、また低温で貯蔵して春に播いても、大多数は二年目か三年
目の春にしか発芽しないということなので（４）、実生よりも挿し木のほうが実用
的かもしれない。詳細なことは小生もまだ手がけたことがないので、よく分か
らないが、形態的に似かよっているマユミと同様の扱いでよいと思われる。

引用文献（１）佐竹義輔他編（１９８９）日本の野生植物木本Ⅱ.３０５pp.平凡社 （２）倉田悟（１９７１）原色日本林業樹木図鑑第３巻.２５９pp.地球出版

（３）中西弘樹（２０１５）長崎県植物誌.３８８pp.長崎新聞社 （４）山中寅文（１９７５）樹木の実生と育て方.２５６pp.誠文堂新光社

錦千鳥

多花性

濃色大輪八重

ピンク花

多花

超巨大輪

埼玉赤

黒花

咲き分け（多摩錦）

ヤマツツジ かがり火ヤマ

ヤマツツジ 散斑

ヤマツツジ 沢雪

ヤマツツジ 日光見初め

スルガヤマツツジ 駿河春秋

ヤマツツジ 紅富士

ヤマツツジ 大文字山

ヤマツツジ 桃花金蕊

ヤマツツジ 夕霧

エリモヤマツツジ 八重咲き

ヤマツツジ 綾姫

ヤマツツジ 純白二重

ヤマツツジ 天城牡丹

ヤマツツジ 不老山

日本列島植木植物園 ナショナルプランツ コレクション※

問川原田邦彦 確実園園芸場（茨城県）☎０２９‐８７２‐００５１

ヤマツツジ（Rhododendron kaempferi）

北海道南部から九州までの山野に普通に自生する。花は普通で朱赤色、赤、紫紅
色が基本であるが白花や紫色のものも自生している。八重咲きや蕊咲き等品種があ
る。夏秋葉は春の葉よりかなり小さくそのままで冬を越す。樹高は１.０～４.０m。

特集 「「「「「「「「「「「「「希希希希希希希希希希希希希少少少少少少少少少少少少少植植植植植植植植植植植植植物物物物物物物物物物物物物ととととととととととととと緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑化化化化化化化化化化化化化木木木木木木木木木木木木木」」」」」」」」」」」」」❷❷❷❷❷❷❷❷❷❷❷❷❷ ヒゼンマユミ（Euonymus chibai Makino）

猪 上 信 義（元福岡県森林林業技術センター研究員）

写真３，ヒゼンマユミの花、福岡市植物園提供

写真４，ヒゼンマユミの果実、福岡市植物園提供写真１，沖ノ島全景１９９０年７月

写真２，沖ノ島のヒゼンマユミ１９９３年３月

クサボケ（Chaenomeles Japonica）

本州、四国、九州に自生する。山野に普通に見られるが、雑木林に欠かせない。
春にオレンジ色の美しい花を咲かせ、よく目立つ。白や八重咲きの自生も見られる。
１５年ほど前に‘咲き分け’が発見され注目をあびている。秋には香りのよい果実が
収穫でき、果実酒としてよく知られている。樹高は０.３～１.０mほどだが、０.１m位に
刈込み敷詰めれば、オレンジの絨毯のような楽しみ方ができる。

※ナショナルプランツ コレクションとは、
世界的に価値のある植物の種・品種
等を属のレベルで集め、 植物の多
様性の維持や希少種・絶滅危惧種の
保護に役立てる事を目的としたコレ
クションです。
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学校紹介

〜
未
来
の
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
〜

〜
未
来
の
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
〜

埼
玉
県
立
児
玉
白
楊
高
等
学
校

200ｍの 3万本の
ヒマワリロード

㈲櫻井エンタープライズ（島根県）
櫻井　太

　このコロナ禍でどこにも行
けず、言葉は悪いですが、や
けくそで蒔いたヒマワリが見
事 200ｍの３万本のヒマワリ
ロードに。来年は 10万本目
指そうかと思っています。

本
校
は
校
訓
の
「
な
す
こ

と
に
よ
っ
て
学
ぶ
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
地
域
の
未
来
を

担
う
心
豊
か
な
産
業
人
の
育

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本

校
環
境
デ
ザ
イ
ン
科
が
創
設

さ
れ
た
背
景
に
は
埼
玉
県
北

部
の
花
園
地
区
が
明
治
時
代

に
ユ
リ
の
球
根
生
産
か
ら
花

植
木
の
里
と
し
て
発
展
し
た

こ
と
と
関
連
が
あ
り
ま
す
。

終
戦
後
、
養
蚕
か
ら
林
業
、

林
業
か
ら
造
園
業
と
い
う
変

遷
を
辿
り
、
植
木
生
産
が
お
こ

な
わ
れ
、
今
も
な
お
、
生
産
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
児
玉

地
方
か
ら
産
出
さ
れ
る
三
波
石

は
江
戸
時
代
か
ら
名
石
と
し
て

庭
石
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景

を
基
に
こ
の
地
方
は
古
く
か
ら

造
園
業
を
生
業
と
す
る
職
人
が

多
い
場
所
で
あ
る
と
も
い
え
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
後
継
者
育

成
の
た
め
に
受
け
継
が
れ
て
き

た
の
が
児
玉
白
楊
高
校
環
境
デ

ザ
イ
ン
科
で
あ
り
、
今
年
度
で

創
立
１
２
０
年
目
を
迎
え
、
多

く
の
産
業
人
を
輩
出
し
て
き
ま

し
た
。現
在
は
、生
物
資
源
科
、

環
境
デ
ザ
イ
ン
科
、
機
械
科
、

電
子
機
械
科
の
４
学
科
が
あ
る

農
業
・
工
業
の
併
設
校
で
す
。

本
校
の
環
境
デ
ザ
イ
ン
科
を

中
心
に
造
園
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
大
き
く
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
デ
ザ
イ
ン
専
攻
班
、
グ
リ
ー

ン
デ
ザ
イ
ン
専
攻
班
に
分
か
れ

て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
な

実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
１
年

生
で
は
「
農
業
と
環
境
」「
総

合
実
習
」「
農
業
情
報
処
理
」

「
環
境
デ
ザ
イ
ン
技
術
」
の
４

科
目
が
専
門
科
目
で
す
。「
農

業
と
環
境
」及
び「
総
合
実
習
」

の
中
で
、
農
業
の
基
礎
や
造
園

の
基
礎
を
学
ん
で
い
ま
す
。
特

に
「
環
境
デ
ザ
イ

ン
技
術
」
は
学
校

設
定
科
目
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
中

で
色
彩
や
平
面
構

成
、
立
体
構
成
、

陶
芸
、
ト
レ
ー
ス

検
定
課
題
な
ど
を

学
び
ま
す
。
ト
レ

ー
ス
検
定
は
全
員

受
験
と
な
っ
て
い

ま
す
。
２
年
生
で

は「
造
園
計
画
」、

「
造
園
技
術
」
な
ど
の
造
園
科

目
を
学
び
ま
す
。「
造
園
計
画
」

は
庭
園
の
歴
史
を
は
じ
め
、
製

図
の
基
礎
か
ら
小
庭
園
の
設

計
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
至
る
ま
で

を
学
習
し
ま
す
。「
造
園
技
術
」

で
は
造
園
技
能
検
定
３
級
の
庭

園
作
製
課
題
を
中
心
に
竹
垣
の

施
工
や
、
平
板
・
縁
石
の
据
え

付
け
を
行
い
ま
す
。
造
園
技
能

検
定
３
級
は
毎
年
数
名
の
生
徒

が
受
検
し
合
格
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

３
年
生
で
は
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
デ
ザ
イ
ン
班
で
造
園
施
工
・

造
園
デ
ザ
イ
ン
を

行
っ
て
い
ま
す
。

近
隣
の
児
玉
中
学

校
、
神
川
中
学
校

を
は
じ
め
、
児
玉

幼
稚
園
な
ど
の
近

隣
の
学
校
に
モ
デ

ル
ガ
ー
デ
ン
を
作

製
し
ま
し
た
。
生

徒
は
母
校
に
モ
デ

ル
ガ
ー
デ
ン
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て

デ
ザ
イ
ン
を
決
め

て
い
き
、
完
成
後
の
管
理
に
つ

い
て
中
学
校
の
環
境
美
化
委
員

の
生
徒
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

ま
し
た
。
幼
稚
園
の
モ
デ
ル
ガ

ー
デ
ン
作
製
は
園
児
が
喜
び
そ

う
な
庭
を
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し

て
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
し
て
い
き

ま
し
た
。
完
成
し
た
時
は
、
生

徒
は
皆
、
達
成
感
と
成
就
感
に

満
ち
溢
れ
た
表
情
で
し
た
。
ま

た
、
全
国
造
園
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

ク
ー
ル
に
も
多
く
の
作
品
を
出

品
し
、
今
年
度
は
住
宅
庭
園
部

門
で
学
校
初
の
入
選
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

他
、
ふ
か
や
緑
の
王
国
主
催
の

ふ
か
や
花
フ
ェ
ス
タ
＆
オ
ー
プ

ン
ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ス
タ
で
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
や
寄
せ
植
え
作

品
を
出
品
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン

班
で
は
近
隣
施
設
へ
の
花
い
っ

ぱ
い
運
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。近
隣
の
郵
便
局
、消
防
署
、

警
察
署
、
児
玉
駅
、
本
庄
早
稲

田
駅
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
公
共
施
設
を
中

心
に
本
校
で
育
て

た
草
花
を
装
飾
す

る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度

で
３１
年
目
を
迎
え
る
環
境
デ
ザ

イ
ン
科
の
伝
統
の
事
業
と
な
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
異
年
齢
と
の
交
流

授
業
と
し
て
、
児
玉
保
育
園
や

美
里
町
み
ざ
く
ら
保
育
園
の
園

児
た
ち
と
「
コ
ケ
玉
づ
く
り
」

授
業
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
が
園
児
に
教
え
る
と
い
う

体
験
は
よ
り
多
く
の
知
識
を
増

や
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
共

に
、
異
年
齢
と
の
交
流
は
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
上
で
も
大
変

有
意
義
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
実
践
を
中
心

と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
授
業
を
繰
り
返
し
て
い
く
事

で
、
自
ら
考
え
行
動
す
る
力
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
埼
玉
県
北
部
地
区

を
支
え
る
心
豊
か
な
産
業
人
の

育
成
に
努
力
を
続
け
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

岩 崎

◎

中 村

◎
◎
◎
◎
◎

◎

木 谷

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎

二 口

◎
◎
◎
◎
◎

◎

◎
◎

◎
〇

職 員
職 務
理事会・業務執行理事会
連絡調整会議
総務・企画委員会
東北復興祈念公園関係
カレンダー編集委員会

広報・普及委員会
日本列島植木植物園運営
緑育出前授業
記念樹等贈呈事業
緑化通信・HP 管理事業

調査・研究委員会
供給可能量調査
品質向上委員会
学術委員会
地域性植物適用
造園 CPD

研修・資格委員会
環境緑化木識別検定
植生調査関係事業
未掲載樹木
名木認定委員会
中央研修

コンテナ部会
新樹種部会
庭園樹部会
青 年 部 会
総 務
経 理

職員の主な業務分掌 令和２年７月１日

④水彩色鉛筆で着色する。…「水
彩色鉛筆」は、画材屋さんで購入。
水に溶ける色鉛筆です。バラ売り
もありますが、１２色、または２４色
のセットを購入すれば、水筆ペン
が付いています。塗る濃さを調整
したり、別の色を上塗りしておく
こともできます。

「植物のスケッチを簡単にしてみたいな！」と思ったことはありませんか？
私がいつも描いているスケッチの手順をまとめてみましたので、皆さんも植物を描いてみませんか？

植物をスケッチすることにより、対象となる植物をしっかり観察することになり
ます。例えば、毛の有る無し、部位による色の変化、など。対面する植物の隅々ま
で観察することになり、とても有意義な時間であると感じられると思います。

ちなみに、この植物は「ヒメアジサイ」。俗にいう「アジサイ（本アジサイ）」とは異なり、
葉に光沢がなく、葉柄が淡紅色に染まります。本アジサイに比べ、何処か寂しげな、優しい
魅力が描かれていれば、この植物の特徴を描いたことになるのではないでしょうか。

『植物スケッチのすすめ』水彩色鉛筆を使って簡単に…
小岩井農牧㈱（岩手県） 足 澤 匡

②油性細ペンで線を決める。…墨
入れする油性ペンは、どんなメー
カーでもいいのですが、私のお気
に入りは、ステッドラーピグメン
トライナー。太さは、０．２～０．３㎜
で、細かな部分の表現では、０．１
㎜や０．０５㎜も使います。

⑥サインを入れて完
成。…影を入れたり、
メリハリを付けましょ
う。最後に、サインを
入れて完成となります
が、植物名（和名、学
名など）も入れると記
録になります。

③鉛筆の線を消す。…不用な鉛筆
の線を消しゴムできれいに消しま
す。これで下絵が完成しました。
あとは、塗り絵をするのです。

①ラフスケッチをする。…全体の
構図を考え、「Ｂ」以上のやわら
かい鉛筆などで軽く描きます。紙
は水を吸ってもフニャフニャにな
らない、少し厚手のスケッチブッ
ク。私は、ワットマンウォーター
ペーパー１８５g/㎡を使ってました。
製造御中止になった今は、好みの
スケッチブックを探してます。

⑤水筆ペンで水彩色鉛筆を溶かし
ながら着色する。…水の入った筆
ペンで、薄い色から順番に、色を
混ぜたり、ぼかしながら、着色し
ます。筆先に色が残りますので、
混ぜたくない時には、布巾で筆先
をきれいにしながら。色の薄い所
は、乾かしてから重ね塗り、濃い
所は、消しゴムで少し消すことが
できます。
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お知らせ

◆プロフィール
１９３３年 富山県生まれ。京都外国語短期大学卒。１９５１～１９９１
年京都大学農学部附属演習林文部技官。この間、故上田弘一
郎京大名誉教授の研究を手伝う。１９８６年九州大学農学博士。
１９９２～２００２年（隔年）高知大学農学部非常勤講師。１９９３年以降
林野庁の特用林産ビジョン検討委員会委員など竹・タケノコ
関連事業委員を歴任。元国際協力機構（JICA）専門家（１９７０～
７２年タイ、１９９４、９５、９７年インドネシア、１９９６年チリ）。現在、竹
文化振興協会専門員、京都市洛西竹林公園専門員。

竹林は持続的有効活用
が期待できる木質資源で
あり、わが国の竹林のほ
とんどはかつて人々が汗
して栽培してきた歴史が
ある。この期待できる竹
資源を有効に活かすため
には、放置竹林の現状を
よく観察し、その状況に
応じた改善策を講ずる必
要がある。ところが、い
ざジャングル化した放置
竹林を目の当たりにする
と、何からどうしたらいいのか、戸惑うばかりであろう。
そこで、林野庁は平成２０年度から３カ年にわたり、竹材が持続的に安定供給
できる竹林管理マニュアルの作成事業を実施し、筆者はその事業の一端を担っ
たことから、ここにその概要を紹介したい。
まず、放置竹林は林内に入ることも困難な状況にある（写真１）。よって、
まず第一に入林可能な林況に改善することが重要であり、林野庁の竹林管理マ
ニュアルでは、まず「整理伐」の実施を提示している。
その整理伐（図１）は、まず林況をしっかり「事前調査」し、その結果に基
づき整理伐の対象となる個体を選ぶ「マーキング」作業を実施する。しかし、
このマーキング作業は、たとえば写真１の赤矢印で示した枯竹、折れ竹、不良
竹などの整理伐対象個体を選ぶ作業であり、竹林整備の根幹に関わる作業であ
るから、竹の生育や竹林に関する知識が豊富な経験者がその任に当たることが
望ましい。
「伐竹」は、まさに整理伐のメイン作業である。しかし、この作業はジャン
グル化した放置竹林内でチェンソーを使って実施されるのが一般的であるか
ら、危険かつ重労働、そして熟練を要する作業でもある（写真２）。したがっ
て、竹林整備活動をしている NPO法人やボランティア団体の中には、安全を
第一義としてチェンソーの使用を禁じているケースもある。
伐倒した竹稈には枝葉が付いているから、それを切り取らなければ後の始末
がし難い。この枝葉を切り取る作業は一般に「枝払い」と称され、意外に難し
く、かつ高い技術が求められる場合が多い。
枝払いした竹稈をほぼ一定の長さに「玉切り」（写真３A）し、林内の適当
な場所に集材するか、あるいは林外へ運び出さなければ、整理伐後の竹林管理
に支障を来すことが多い。この作業では、通常４～５ｍの長さに切断するのが
一般的である。
玉切りした竹材を林外へ持ち出すことが出来ればいいが、通常林内の適当な
場所に残される場合が多い。その場合、後々の事業の邪魔にならない場所に集
積することが望ましく、通常「棚積み」法が採られる（写真３B）。この棚積
みは、生立竹を支柱とし、整理伐材を積み重ねる方法で実施される。しかし、
棚積みした伐竹材が腐朽するのに数年～十数年間を要することから、その後の

栽培技術の導入に影響の少ない場所を選ぶことが望ましい。
さて、竹林再生の最重要課題は立竹密度のコントロールであり、その密度は
竹材生産あるいは筍栽培によって大きく異なる。しかも、立竹密度が高くなる
ほど新竹の発生本数が減少するがその平均直径は大きくなり、また立竹密度が
低くなるほど新竹の発生本数は多くなるがその平均直径は細くなるという生態
的特徴（図２、渡邊１９８７）がある。この特徴は竹林経営の根本的な技術に繋が
ることから、十分理解しておかなければならない。
実際に、入林すら困難だったマダケ林が、整理伐を経て適正な立竹密度のコ
ントロールにより、見事な観光竹林に変貌した事例がある。それは、京都市奥
嵯峨にある大覚寺境内の約１ha のマダケ林で、１９８８年当時、入林すら困難だっ
た放置竹林（写真４Ａ）が、５カ年間の立竹密度コントロールにより、１９９３年
には林内に遊歩道を敷設して参拝者の憩いの場となるマダケの美林（写真４
Ｂ）が実現した（渡邊ほか１９９５）ことを紹介しておきたい。

参考文献
日本特用林産振興会：竹材の持続的安定供給を目指した竹林管理マニュアル、２０１１（同会ホームペー
ジからダウンロード可能）
渡邊政俊：日本の竹を守る会特別研究報告、１９８７
渡邊政俊ほか：Bamboo Journal No.１３、１９９５

会 員 動 向
メールアドレス変更
�中島農園㈱（兵庫県）
nakajima-nouen@nnweb.co.jp
協会退会
�植秀園（神奈川県）

訃 報
�備藤久子様（備藤泰充氏のご母堂様）
㈱備藤園（埼玉県）
令和２年６月没 享年８２歳
�生駒惠一様（生駒順氏のご尊父様）
生駒植木㈱（神奈川県）
令和２年７月１１日没 享年８０歳
�佐々木虎夫様（佐々木正直氏のご尊
父様）
㈲田代種苗園（福岡県）
令和２年８月４日没 享年９５歳
�松居傳三様（松居隆史氏のご祖父様）
松居農園㈱（滋賀県）
令和２年７月３１日没 享年９３歳

淺井康宏著
『エイリアン植物記
帰化植物の素顔と来歴』

２０２０年１月刊 本体２４００円＋税
四六判 上製 ３１２頁（カラー写真多数）
ウッズプレス 電話 ０４５-７４４-９１７１

Fax ０４５-７４４-９１７２
email : order@woodspress.co.jp
帰化植物に関わること七十年あまり、数々の
「緑の侵入者」を調査研究する中で積み重ねて
きた、著者だからこそ知る「エイリアン植物の
素顔や来歴」を、身近に見られる百数種を取り
上げ、特徴をよく表す「超」接写写真（著者撮
影）とともに平易な読みものとして紹介。
まず庭で栽培されることのない植物である
が、都会のフローラの主役といっても過言では
なく、植物知識の一つとしてぜひ読まれること
をお勧めしたい。文字も大きく読みやすく、資
料性にも富み、まさに現代帰化植物研究の第一
人者が語る軽妙洒脱な保存版「帰化植物エッセ
イ」である。▶注文の際は最寄りの書店または
アマゾンへ。あるいは直接出版社へ（Fax、email
で、日本植木協会会員との明記で送料をサービ
スしてくれるとのこと）。

写真４ 放置マダケ林を観光散策竹園に改善
した例（京都市大覚寺）
Ａ：入林が困難なほどの放置マダケ林
Ｂ：改善された５年後のマダケ林

写真３ 整理伐竹材をほぼ一定の長さに玉切り（Ａ）し、適当な場所に棚積み（Ｂ）

お詫び
緑化通信 第４８０号６月号メールアドレス変
更での社園名の訂正 正：㈲豊岡晃樹園

図２ 立竹密度と新竹の大きさとの関係
Ａ：立竹密度が高くなると新竹の発生
本数が少なくなる
Ｂ：しかし平均直径は太くなる
Ｃ：立竹密度が低くなると新竹の発生
本数が増える
Ｄ：しかし、平均直径は細くなる

放置竹林を管理竹林に導くための第一歩
〝整理伐〟
放置竹林を管理竹林に導くための第一歩
〝整理伐〟 渡 邊 政 俊

写真１ 長年放置されたマダケ林（Ａ）とモウソウチク林
（Ｂ）の林相◆赤矢印は「整理伐」の対象となる個体

写真２ 放置竹林の整理伐作業
Ａ：マダケ林（京都）Ｂ：モウソウチク林（京都）図１ 「整理伐」の流れ


